
平成２５年７月３１日

関西電力株式会社

美浜発電所敷地内破砕帯の追加調査 －最終報告－



報告内容

１．調査の経緯・調査計画

２．美浜発電所敷地近傍の地形・地質

３．敷地内破砕帯の追加調査結果

４．敷地内破砕帯の活動性に関する調査結果

５．敷地内破砕帯と白木－丹生断層との地質構造上の関連性に関する調査結果

６．追加調査結果のまとめ
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１．調査の経緯・調査計画

１．１ 経緯

１．２ 指示文書

１．３ 追加調査の概要



平成24年8月29付け「敷地内破砕帯の追加調査計画の策定について
（指示）」（20120829原院第１号）の指示に基づき、当社は、敷地内破砕
帯の追加調査を実施することとし、平成24年9月5日に美浜発電所敷地
内の追加調査の実施計画書を提出し、平成24年10月より敷地内破砕
帯の性状の直接確認及び白木－丹生断層との地質構造上の関連性に
関する調査を実施してきた。

その間、平成25年2月8日に、敷地外の調査結果の一部をとりまとめ

の上、中間報告を行っている。

本資料は、これまでに実施してきた調査・分析結果を加えた敷地内破
砕帯の追加調査の最終報告である。

１．１ 経緯
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１．２ 指示文書

原子力安全・保安院による指示文書（平成24年8月29日)

敷地内破砕帯の追加調査計画の策定について（指示）

原子力安全・保安院（以下「当院」という。）は、耐震バックチェックの一環として、全国の原子力発電所敷
地内の破砕帯について評価を改めて整理することとしており、地震・津波に関する意見聴取会（地震・津波
に関する意見聴取会（地質・地質構造関係）を含む。以下「意見聴取会」という。）において専門家から意見
聴取を実施しました。

貴社は、意見聴取会において、美浜発電所の敷地内における複数の破砕帯について、破砕帯内部の変
形組織が正断層センスを示していることから、現在の広域応力場とは非調和であることを主な根拠として、
少なくとも広域応力場が東西圧縮に転換して以降、最近の活動がないと説明していましたが、専門家から
意見聴取を実施した結果、東北地方太平洋沖地震の知見を踏まえると、断層の変位は、必ずしも現在の
広域応力場に調和的であるとは限らないとの指摘を受けたこと、また、敷地から約１キロメートル東に位置
する白木－丹生断層との地質構造上の関連性が不明確であるとの指摘を受けたことから、追加調査等が
必要と判断しました。

ついては、貴社の保有する敷地内破砕帯に関する情報の整理及び美浜発電所の敷地内破砕帯に関す
る下記の調査計画の策定を行い、本年９月５日までに当院に報告することを指示します。

記

１．敷地内の複数の破砕帯の性状（活動年代等）を直接確認するための適切な場所を選定した上で、当該
場所における必要な調査（破砕帯内物質の年代特定や上載層の変位・変形の有無等）に関すること

２．敷地内の複数の破砕帯と周辺の活断層（白木－丹生断層）との地質構造上の関連性を明らかにする
ための調査に関すること
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・敷地内破砕帯と白木－丹生断層との関連性に
ついて検討。

海上音波探査
海底地形調査

⑤敷地外（海域）

剥ぎ取り調査
ボーリング調査
試料分析

・破砕帯の直接確認。
・破砕帯内物質の分析等。

地表踏査
試料分析

③敷地南側海岸線付近

・敷地内破砕帯と白木－丹生断層との関連性に
ついて検討。
・ボーリングによる基盤高度等の確認

反射法地震探査
ボーリング調査
地表踏査

④敷地外（陸域）

（２）敷地内の複数の破砕帯と
周辺の活断層（白木－丹生断
層）との地質構造上の関連性
を明らかにするための調査

（１）敷地内の複数の破砕帯
の性状（活動年代等）を直接
確認するための適切な場所を
選定の上、当該箇所における
必要な調査（破砕帯内物質の
年代測定や上載地層の変位・
変形の有無等）

ポイント

・航空レーザー測量によりDEMを作成し、変動地
形の有無を再検討するとともに、敷地内破砕帯と
白木－丹生断層との関連性について検討。

航空レーザ測量⑥敷地周辺

・破砕帯の直接確認。
・破砕帯内物質の分析等。

②３号炉付近

・破砕帯の直接確認。
・破砕帯内物質の分析等。

剥ぎ取り調査
試料分析

①１・２号炉付近

調査内容調査項目調査計画位置

１．３ 追加調査の概要
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※破砕帯はEL.-20mの分布を表示

３号炉

２号炉

１号炉

Ⅱ－Ｓ－４破砕帯
Ⅱ－Ｓ－３破砕帯

Ｆ－Ｍ
１－
１破
砕帯

Ｂ破
砕
帯

Ｃ破
砕
帯

Ｄ破
砕
帯

Ｅ破
砕
帯

Ｆ－
Ｍ３
－９
破砕
帯

Ｂ
北
破
砕
帯

※ 航空レーザー測量によるDEMから作成した地形図を使用
1-5

敷地内の調査位置図

ボーリング

はぎ取り調査



美浜発電所

白木－丹生断層

丹生湾

丹生地区

敷地内破砕帯と白木-丹生断層との地質構造上の関連性を検討するた
めに、以下の調査を実施した。
①丹生地区において反射法地震探査及びボーリング調査を実施
②丹生湾において海上音波探査及び海底地形調査を実施
③丹生地区北方において、詳細な地形判読及び地表地質調査を実施

反射法地震探査測線（Ｓ波）

海上音波探査測線
（ブーマーマルチ）

海底地形調査範囲

ボーリング

海上音波探査測線（既往）

地表地質調査範囲

敷地外の調査位置図
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２．敷地近傍及び敷地の地形・地質

２．１ 敷地近傍の地形

２．２ 敷地近傍の地質

２．３ 敷地の地形

２．４ 敷地の地質
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•耐震バックチェック調査において、敷地近傍の地
形判読を行った結果、白木－丹生断層（Ｌ－４リ
ニアメント）を含めて９本のリニアメントを判読した。

白木－丹生断層

美浜発電所

２．１ 敷地近傍の地形

2-2
リニアメント分布図



敦賀半島北部の地質図（福井県地質図2010年版）

敦賀半島北部の基盤岩類は古第三紀～
白亜紀後期の江若（こうじゃく）花崗岩（細
～粗粒黒雲母花崗岩）より構成される。

埋立地

平野堆積物

扇状地、崖錐堆積物

花崗岩

活断層

凡例

美浜発電所

文献
財団法人福井県建設技術公社「福井県地質図2010年版」

N
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２．２ 敷地近傍の地質



凡 例

沖積低地

崖錐・小扇状地

山地・磯浜

水系

１号炉２号炉

３号炉 • 敷地は、敦賀半島西側で、丹生
湾を形成する釣針型の岬部に
位置する。

• 西側は、山地がほぼ南北に連
なっている。

• 東側は、南から北に丹生湾内
に突出する砂嘴様沖積低地と
なっている。

• 地形調査では、空中写真判読
の結果、変動地形・リニアメント
は判読されない。また、リニアメ
ント等を示す文献もない。

丹生湾

２．３ 敷地の地形
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l 敷地の地質は、白亜紀後期から古第三紀の江若花崗岩と
これに貫入するドレライト及びこれらを覆って分布する第四
系より構成される。

l ドレライトの貫入時期は、K-Ar法測定年代値が約14Maであ
ることから、新第三紀中新世と判断される。
当該地域においては、ドレライトの貫入時期以降の熱水活
動は知られていない。また、現在、第四紀火山が存在しな
いことから、相当程度古い時代に熱水活動は終了したと考
えられる。

埋立地

平野堆積物

扇状地、崖錐堆積物

花崗岩

活断層

凡例

埋立地

平野堆積物

扇状地、崖錐堆積物

花崗岩

活断層

凡例２．４ 敷地の地質
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３．敷地内の剥ぎ取り及びボーリング調査結果

３．１ これまでの敷地内破砕帯の分布図

３．２ 剥ぎ取り調査結果

３．３ ボーリング調査結果

３．４ 敷地内破砕帯の確認結果



３．１ これまでの敷地内破砕帯の分布図

※ EL.-20.0mにおける破砕帯の分布を表示

3-2

既往ボーリング
（矢印は掘進方向を示す）



３．２ 剥ぎ取り調査結果

３．２．１ 剥ぎ取り調査位置図

３．２．２ １，２号炉側の剥ぎ取り調査結果

３．２．３ １，２号炉～３号炉間の剥ぎ取り調査結果

３．２．４ ３号炉側の剥ぎ取り調査結果

３．２．５ 剥ぎ取り調査で確認された破砕部
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３号炉側剥ぎ取り：3UNB
（背面道路）

１，２号炉側剥ぎ取り：1･2U
（背面道路）

３号炉側剥ぎ取り：3US
（S字（通称）道路）

３号炉側剥ぎ取り：3UNA
（背面道路）

３号炉側剥ぎ取り：3UK
（背面道路擁壁小段部）

３号炉側剥ぎ取り：3UT
（背後斜面山腹）

３．２．１（１） 剥ぎ取り調査位置図

これまでの破砕帯の分布形状をもとに地表に出現する位置を
想定し、１，２号炉側で１箇所、３号炉側で５箇所の剥ぎ取りを
実施した。

3-4

：これまでの各破砕帯の地表トレース

：これまでの各破砕帯の標高-20mスライス

：剥ぎ取りならびにトレンチ箇所

凡例



破砕帯 走向傾斜 性状

Ｂ破砕帯 N56E/55S 破砕帯の両側ではいず
れも他の箇所より風化
が進む。
幅の大小と問わず、白
色ないし黄褐色の粘土
を挟在。

Ｃ破砕帯
N43E/62S
N49E/63S

Ｄ破砕帯 N46E/73S

Ｅ破砕帯 N40E/68S

B

C
D

E
C

3号試掘坑レイアウト図（EL.0m）
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破砕帯 走向傾斜 性状

Ⅱ－Ｓ－３
N7W/47E Fault Clay 幅20cm （西端）

N49E/70S Fault Clay 幅30cm （東端）

Ⅱ－Ｓ－４
N4W/69W CL級半花崗岩との境界部（西端）
N13E/81W Fault Clay 幅5cm （東端）

３．２．１（２） 試掘坑で確認していた破砕帯の一覧

赤色は既往資料での破砕帯を示す
赤色は既往資料での破砕帯を示す

１・２号試掘坑レイアウト図（EL.-20m）



写真（底面）

スケッチ（展開図）

1･2U東側剥ぎ取り部

３．２．２（１） １，２号炉側の剥ぎ取り調査結果

1･2U-B3破砕部

1･2U-B2破砕部

山側

建屋側

底面

①

② ③

1･2U-B2破砕部
1･2U-B3破砕部

1･2U-B2破砕部
走向傾斜：N5E/65W
破砕幅は2～15cm，
粘土状破砕部の幅は0.5～2cm，
灰白色粘土
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測点17mより26mの区間は

変質を受け，網目状の粘土
脈が多く認められる

1号炉 2号炉

１・２U東側
剥ぎ取り部

１・２U西側
剥ぎ取り部

調査位置図

破砕幅が2cm以上あり，粘土状破砕幅
が1cm以上ある破砕部を抽出

剥ぎ取り露頭で3箇所を抽出した
（①，②，③の3箇所）

上記のうち②は幅2cmの破砕部（走向傾
斜N80E/40N）であるが複数の断層（NS
系）でずらされており，連続性に乏しい

以上から以下の2箇所を
①：１・２U-B2破砕部
③：１・２U-B3破砕部

破砕部として抽出した

1･2U-B3破砕部
走向傾斜：N8E/70W
破砕幅は0.5～5cm，
粘土状破砕部の幅は0.1～1cm，
灰白色粘土



写真（底面）

スケッチ（展開図）

1･2U西側剥ぎ取り部

1･2U-B1破砕部

３．２．２（２） １，２号炉側の剥ぎ取り調査結果

・ 1･2U-B1破砕部
走向傾斜：N26～40E/66～80SE
破砕幅，粘土状破砕部の幅は2～10cm，白色粘土で
膨縮著しく，湾曲しシャープな面が認められない。室
内での条線確認でも条線・センスは認められない。

1･2U-B1破砕部

3-7

建屋側

山側

底面

1号炉 2号炉

１・２U東側
剥ぎ取り部

１・２U西側
剥ぎ取り部

調査位置図

強変質部

剥ぎ取り中心線

破砕幅が2cm以上あり，かつ粘土状破
砕幅が1cm以上ある破砕部を抽出

剥ぎ取り露頭で1箇所（①：１・２U-B1破
砕部）を破砕部として抽出した

①



写真（展開図）

3US剥ぎ取り部

3US-B1破砕部

３．２．３（１） １，２号炉～３号炉間の剥ぎ取り調査結果

底面

山側壁面

建屋側壁面

3-8

測点40m～48mの区間は変質を受け，

白色化している。

３US
剥ぎ取り部

３US
トレンチ

調査位置図



スケッチ（展開図）

3US剥ぎ取り部

3US-B1破砕部

C14年代：31,230±210y.B.P

C14年代：29,970±190y.B.P

３．２．３（２） １，２号炉～３号炉間の剥ぎ取り調査結果

3US-B1破砕部は、破砕部を覆う約3万年前の地
層に変位・変形を与えていない。

A
B’

C

D’E

A
B

C D

E

B

D

D’

A：砂・シルト混じり礫
B：砂・シルト混じり礫～礫混じりシルト質砂
B’：灰白色シルト質砂
C：灰白色礫混じりシルト質砂
D：砂混じり礫
D’：砂混じり礫
E：砂・シルト混じり礫～礫混じり砂
F：礫混じりシルト質砂～砂・シルト混じり礫
G：礫混じりシルト質砂
G’：径3～5cmの角礫主体
H：シルト混じり礫
I ：灰白色を呈する礫混じりシルト質砂

F

G

G

G’

H

H I 

I 

・ 3US-B1破砕部
走向傾斜：N63E/73S
破砕幅，粘土状破砕部の幅は幅2～3cm，
灰白色粘土

底面

山側壁面

建屋側壁面
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表土
表土

表土

表土

表土
表土

GI HE

表土

３US
剥ぎ取り部

３US
トレンチ

破砕幅が2cm以上あり，かつ粘土状破砕幅が1cm以上ある
破砕部を抽出

剥ぎ取り露頭で1箇所（①：３US-B1破砕部）抽出した。

①



３USトレンチ

写真（展開図）

3USトレンチ

トレンチ中心線

３．２．３（３） １，２号炉～３号炉間の剥ぎ取り調査結果

西側壁面

東側壁面

北
側
壁
面

南
側
壁
面 底面

3US-B1破砕部
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３US
剥ぎ取り部

３US
トレンチ

調査位置図



TN

3USトレンチ

火山灰分析位置

AT降灰層準

３．２．３（４） １，２号炉～３号炉間の剥ぎ取り調査結果

スケッチ（展開図）

3US-B1破砕部

A

A

A

C

B

C

B

B

C

西側壁面

東側壁面

北
側
壁
面

南
側
壁
面

D

白色の粘土と砂と
角礫が主体

角礫と粘土主体
緑色珪質岩の岩片混じり

ブロック状珪質岩

底面

3US-B1破砕部は，破砕部を覆うAT降灰層準を含む地層（C層）及び
それ以前の地層（D層）に変位・変形を与えていない。
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S字道路剥ぎ取り地点で確認された3US-B1破砕
部の延長部（10m程度）に走向傾斜N73E/77Sの
幅0.5cm程度の破砕部を確認した。

3US-B1破砕部の走向傾斜がN63E/73Sであり，
近い値を示すことから，この破砕部を３US-B1と
評価した。



修正必要
D層

C層

層序

層序 西側壁面 北側壁面 東側壁面 南側壁面

A 暗灰～暗黄灰色礫混じり砂～砂混じり礫，
礫は径1～15cmの角礫が多い

暗灰～暗黄灰色礫混じり砂～砂混じり礫，
礫は径1～15cmの角礫が多い

礫混じり砂～砂混じり礫
礫は径0.5～3cm角礫主体

B 褐色を呈する礫，基質は砂
径1～5cm，5～10cmの角礫が多い

上部は全体に礫が小さくシルト分が多い
，礫は径0.5～2cmが多い
下部は暗褐色
径1～2cm，5～10cmの角礫が多い
基質は砂

上部は全体に礫が小さい
シルト分が多い

C 灰白～淡褐灰色シルト・砂混じり礫
礫は径0.5～3cmの角礫主体
基質はシルト質砂

ATテフラ降灰層準

灰白色礫混じりシルト質砂
径0.5～1cmの角礫多い

暗褐色礫，基質は砂
礫は径1～2cm，5～10cmが多い

灰白～淡褐色シルト・砂混じり礫
礫は径0.5～3cm主体，径5～10cmも多く
混じる
基質はシルト質砂

D 暗褐～褐色を呈する礫
礫は径3～15cm角礫主体
基質は砂でよく締まっている

３．２．３（５） １，２号炉～３号炉間の剥ぎ取り調査結果

3USトレンチ堆積物の層序表

3USトレンチ堆積物の火山灰分析結果
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3UNA剥ぎ取り部（東側）

3UNA-B1破砕部

3UNA-B2破砕部

写真（底面）

スケッチ（展開図）

３．２．４（１） ３号炉側の剥ぎ取り調査結果

①

②

スケッチ（展開図）

写真（底面）

・ 3UNA-B1破砕部
走向傾斜：N43E/74NW
・破砕幅は1～15cm，粘土状破砕部の
幅は0.5～2cm程度，茶色～黒褐色粘土

・3UNA-B2破砕部
走向傾斜：N47E/86W
破砕幅は1～10cm，粘土状破砕部の幅
は1～3cm，暗褐色粘土

3-13

剥ぎ取り区間は全体に変質
を受け白色化している

建屋側

山側

底面

建屋側

山側

底面

３UNA
剥ぎ取り部

調査位置図

３UNB
剥ぎ取り部

３UK
剥ぎ取り部

3号炉

剥ぎ取り中心線

破砕幅が2cm以上あり，粘土状破砕幅
が1cm以上ある破砕部を抽出

剥ぎ取り露頭で2箇所を抽出した
（①，②の2箇所）
①：3UNA-B1破砕部
②：3UNA-B2破砕部

を破砕部として抽出した。



3UNA剥ぎ取り部（西側）

3UNA-B3破砕部
写真（底面）

スケッチ（展開図）

３．２．４（２） ３号炉側の剥ぎ取り調査結果

①

・ 3UNA-B3破砕部
走向傾斜：N55E/40S
破砕幅，粘土状破砕部の幅は1～4cm，
明褐～暗褐色粘土

スケッチ（展開図）

写真（底面）
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建屋側

山側

底面

建屋側

山側

底面

３UNA
剥ぎ取り部

調査位置図

３UNB
剥ぎ取り部

３UK
剥ぎ取り部

3号炉

剥ぎ取り中心線

破砕幅が2cm以上あり，粘土状破砕幅
が1cm以上ある破砕部を抽出

剥ぎ取り箇所で１箇所（①：3UNA-B3破
砕部）を破砕部として抽出した。



3UNB剥ぎ取り部

3UNB-B1破砕部

写真（底面）

スケッチ（底面）

３．２．４（３） ３号炉側の剥ぎ取り調査結果

①

・ 3UNB-B1破砕部
走向傾斜：N33E/70S
破砕幅は2～7cm，粘土状破砕部の
幅は0.1～1cm程度，赤褐～褐色粘土

写真（底面）

スケッチ（底面）
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３UNA
剥ぎ取り部

調査位置図

３UNB
剥ぎ取り部

３UK
剥ぎ取り部

3号炉

剥ぎ取り中心線

破砕幅が2cm以上あり，粘土状破砕幅
が1cm以上ある破砕部を抽出

剥ぎ取り箇所で１箇所（①：3UNB-B1
破砕部）を破砕部として抽出した



3UK剥ぎ取り部

3UK-B1破砕部

写真（底面）

スケッチ（底面）

3UK-B2破砕部

３．２．４（４） ３号炉側の剥ぎ取り調査結果

①

③

②

・ 3UK-B1破砕部
走向傾斜：N20E/62SE
破砕幅，粘土状破砕部の幅は0.1～2cm，
白色～黄褐色粘土

・3UK-B2破砕部
走向傾斜：N43E/52S
破砕幅，粘土状破砕部の幅は0.5～2cm，
黄灰～黄白色粘土

写真（底面）

スケッチ（底面）
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３UNA
剥ぎ取り部

調査位置図

３UNB
剥ぎ取り部

３UK
剥ぎ取り部

3号炉

強変質部

剥ぎ取り中心線

破砕幅が2cm以上あり，粘土状破砕幅
が1cm以上ある破砕部を抽出

右図スケッチで2箇所（①，②）を抽出し

た

なお③（走向傾斜N50E/65S)は幅1～
4cmであるが，粘土混じり角礫状で粘
土状破砕部を伴わないことから，抽出
対象から除外した。

以上から
①：3UK-B1破砕部
②：3UK-B2破砕部

を破砕部として抽出した



写真（壁面）

スケッチ（壁面）

３ＵＴ東側トレンチ

３．２．４（５） ３号炉側の剥ぎ取り調査結果

3UT-B1破砕部

①

・ 3UT-B1破砕部
走向傾斜：N46E/62SE
破砕幅，粘土状破砕部の幅は0.5～35cm，
黄白～黄褐色粘土

崖錐堆積物
淘汰の悪い砂礫層
花崗岩未風化礫（角礫～亜角
礫）を含む。
礫径は最大で40cm

粘土混じり砂，比較的均質

露頭方向N65E
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調査位置図

３UT東側トレンチ

３UT西側トレンチ

3号炉

3UT-B1破砕部

破砕幅が2cm以上あり，かつ粘土状破砕幅が1cm
以上ある破砕部を抽出

トレンチで1箇所（①：３US-B1破砕部）を破砕部とし
て抽出した。



写真（壁面）

スケッチ（壁面）

３ＵＴ西側トレンチ

３．２．４（６） ３号炉側の剥ぎ取り調査結果

強風化花崗岩
黄褐色を呈する粗粒砂からなる

風化細粒花崗岩
節理が発達し，10～50cm程度の角礫状を呈する。

節理面表面は黒褐色を呈する。

強風化花崗岩
黄褐色を呈し，軟質で脆い。
原岩組織が認められるものの，斜長石は変質している。
所々に原岩の硬い部分が残存する。

風化細粒花崗岩
節理が発達し，10～30cm程度の角礫状を呈する。

節理面表面は赤褐色，黒褐色を呈する。

ドレライト
風化により外観はシルト岩状を呈し，軟質で指圧により容易に崩
せる。風化の弱い部分はたまねぎ状風化も見られる。
花崗岩との境界は不規則であり，花崗岩の礫を取り込んでいる。

3UT西側トレンチでは破砕部は確認

できなかった。

3-18

調査位置図

３UT東側トレンチ

３UT西側トレンチ

3号炉



３．２．５ 剥ぎ取り調査で確認された破砕部

剥ぎ取り調査で確認された破砕部一覧表
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今回の剥ぎ取り調査では，これまで想定されていた破砕部出現位置
と概ね同じ位置に破砕部を確認した。

B1 N33E/66SE 2-10cm 2-10cm 膨縮の著しい白色粘土

B2 N5E/65W 2-15cm 0.5-2cm 灰白色粘土

B3 N8E/70W 0.5-5cm 0.1-1cm 灰白色粘土

３US B1 N63E/73S 2-3cm 2-3cm 灰白色粘土

B1 N43E/74N 1-15cm 0.5-2cm 茶色～黒褐色粘土

B2 N47E/86W 1-10cm 1-3cm 暗褐色粘土

B3 N55E/40S 1-4cm 1-4cm 明褐～暗褐色粘土

３UNB B1 N33E/70S 2-7cm 0.1-1cm 赤褐～褐色粘土

B1 N20E/62E 0.1-2cm 0.1-2cm 白色～黄褐色粘土

B2 N43E/52S 0.5-2cm 0.5-2cm 黄灰～黄白色粘土

３UT B1 N46E/62E 0.5-35cm 0.5-35cm 黄白～黄褐色粘土

走向傾斜（TN） 粘土幅 破砕部の粘土性状
破砕幅

(粘土幅を
含む）

３UK

１・２U

３UNA

破砕部名



３．３ ボーリング調査結果

３．３．１ １，２号炉～３号炉間のボーリング調査結果

３．３．２ ３号炉側のボーリング調査結果

3-20



３．３ ボーリング調査位置図

３-21

ボーリングNo.４
斜65°、L=50m

ボーリングNo.５
斜60°、L＝90m

ボーリングNo.６
斜60°、
L=80m ボーリングNo.７

斜60°、L=20m

ボーリングNo.10
鉛直、L=90m

ボーリングNo.11
斜65°、L=120ｍ

：各破砕帯の地表トレース

：各破砕帯の標高-20mスライス

：ボーリング調査位置
（矢印は掘進方向を示す）

凡例

破砕帯の分布を詳細に検討するため、ボーリング調査を実施した。

ボーリングＮｏ．８，Ｎｏ．９は欠番



掘進長
（m）

性状 走向傾斜 掘進長
（m）

性状 走向傾斜

31.15 幅3～5mmの粘土混じり砂状破砕部。 N23E/63W 62.63 幅1～2mmの砂状破砕部。 N46E/81NW

37.54 幅3～5mmの細礫粘土混じり砂状破砕部。 N31E/48NW 78.10 幅5～10mmの固結した黒色砂混じり粘土
状破砕部。

N47E/76SE

62.31～
62.34

幅2～4cm程度の半固結砂～細礫状を挟む破砕部。 N62E/70N

No.10孔（掘進長90m，掘進角度65度,掘進方向S75W方向）

掘進長0m

30m

10m

20m

30m

50m

40m

60m

60m

80m

70m

90m

コア写真(0-30m) コア写真(30-60m) コア写真(60-90m)

破砕部一覧

３．３．１（１） １，２号炉～３号炉間のボーリング調査結果
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No.11孔（掘進長120m，掘進角度90度）

掘進長0m

30m

10m

20m

30m

50m

40m

60m

コア写真(0-30m) コア写真(30-60m)

３．３．１（２） １，２号炉～３号炉間のボーリング調査結果（その２)

掘進長（m） 性状 深度（m）

27.30 幅5mm以下の粘土混じり砂状破砕部。 N31E/74NW

30.35 幅1～5mmの砂混じり粘土状破砕部。 N28E/75W

42.08～42.10 幅2cmの固結した砂状破砕部。 N49E/30NW

43.70～43.82 幅12cmの固結した角礫～砂状破砕部。 N56E/41NW

48.75 幅2mm以下の砂混じり粘土状破砕部。 N53E/66NW

49.00 幅2mmの固結した砂混じり粘土状破砕部。 N46E/54NW

破砕部一覧
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No.11孔（掘進長120m，掘進角度90度）

掘進長60m

80m

70m

90m

90m

110m

100m

120m

コア写真(90-120m)

３．３．１（２） １，２号炉～３号炉間のボーリング調査結果（その２)

掘進長
（m）

性状 走向傾斜 掘進長
（m）

性状 走向傾斜

49.00 幅2mmの固結
した砂混じり粘
土状破砕部。

N46E/54NW 112.35 幅1cmの砂混じり粘土
状破砕部。

N38E/69N
W

96.00 幅2mmの砂混
じり粘土状破砕
部。

N35E/65SE 112.50～
112.53

幅1～3cmの砂混じり
粘土状破砕部。

N10W/60
W

97.10 幅1～2cmの砂
混じり粘土状破
砕部。

N35E/76SE 112.60～
112.64

幅1～4cmの砂混じり
粘土状破砕部。

N6W/72W

109.50 幅0.1～1cmの
固結した砂混じ
り粘土状破砕
部。

N40E/83NW 113.70～
113.80

幅数mm～5cmの礫
混じり粘土状破砕部。

N24E/82
W

110.45 幅0.1～1cmの
固結した砂混じ
り粘土状破砕
部。

N52E/68SE 116.20～
116.40

幅2～5cmの礫混じり
粘土状破砕部。

N10E/84
W

111.15
～
111.20

幅0.2～1cmの
暗灰色粘土状
破砕部、及び
幅3～5cmの角
礫状破砕部。

N37E/78NW、
N45E/79NW

119.65 幅1～5mmの砂混じり
粘土状破砕部。

N53E/79S
E

破砕部一覧
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No.4孔（掘進長50m，掘進角度65度，掘進方向N19W方向）

掘進長0m

30m

30m

50m

10m

20m

40m

コア写真(0-30m) コア写真(30-50m)

３．３．２（１） ３号炉側のボーリング調査結果

掘進長（m） 性状 走向傾斜

8.50～8.52 幅0.5～2cmの固結した礫混じり砂状破砕部。 N45E/69
SE

14.68～15.15 幅50cm程度の固結した角礫状破砕部。 N40E/64
SE

18.10～18.12 幅2cmの固結した礫混じり砂状白色破砕部。 N40E/59
SE

21.50 幅1～5mmの暗褐色粘土を伴う砂状破砕部。 N1E/62S
E

22.40～22.42 幅1.5cmの暗黄褐色粘土を伴う礫混じり砂状破
砕部。

N37E/64
SE

31.42 幅0.5～1cmの固結した粘土混じり砂状破砕部。 N17E/58
SE

37.68～37.70 幅2cmの灰白色砂混じり粘土状破砕部。 N31E/79
SE

38.35 幅0.1～1cmの固結した礫混じり砂状破砕部。 N40E/45
NW

49.15～49.30 幅15cmの固結した礫混じり砂状破砕部。最大
幅2.5cmの固結した3条の粘土状部を伴う。

N10E/74
E

破砕部一覧
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No.5孔（掘進長90m，掘進角度60度，掘進方向N19W方向）

掘進長0m

30m

10m

20m

30m

50m

40m

60m

60m

80m

70m

90m

コア写真(0-30m) コア写真(30-60m) コア写真(60-90m)

３．３．２（２） ３号炉側のボーリング調査結果

掘進長
（m）

性状 走向傾斜 掘進長
（m）

性状 走向傾斜 掘進長
（m）

性状 走向傾斜

9.80m フィルム状粘土を挟む破砕
部。

N28E/53SE 34.90 幅2～5mmの固結した砂状破砕
部。

N25E/45E 60.65 幅5mm の砂混じり粘土状
破砕部。

N24E/84E

18.63～
18.67

幅3～4cmの固結した砂及
び角礫状破砕部。

N46E/54SE 53.69～
53.71

幅0.5～2cmの固結した粘土混
じり砂状破砕部。

N47E/49NW 71.95 幅1cmの固結した角礫状
破砕部。

N35E/63SE

18.82～
18.84

幅1～1.5cmの粘土混じり
砂状破砕部。

N46E/37SE 55.00～
55.03

幅2～3cmの粘土混じり砂状破
砕部。

N59E/86NW

21.92～
21.95

幅3cmの粘土混じり砂状破
砕部。

N34E/65SE 56.23 幅1cmの片状を呈する粘土状破

砕部。

N75W/33N

破砕部一覧
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No.6孔（掘進長80m，掘進角度60度，掘進方向N19W方向）

コア写真(0-30m) コア写真(30-60m) コア写真(60-80m)掘進長0m

30m

10m

20m

30m

50m

40m

60m

80m

70m

３．３．２（３） ３号炉側のボーリング調査結果

掘進長（m） 性状 走向傾斜 掘進長（m） 性状 走向傾斜

3.88～3.90 幅1～2cmの粘土混じり砂状破砕部。 N14W/48E 55.60～60.50 暗褐色粘土を伴う割れ目密集部。 －

11.12 幅5mmの粘土混じり砂状破砕部。 N41E/78SE 72.32～72.52 幅20cmの固結した角礫状破砕部。 N35E/60SE

17.29～17.35 幅2～6cmの円礫混じり砂状破砕部。 N40E/68SE 73.50～73.58 幅5～8cmの固結した角礫状破砕部。不規則な砂状

変質部を挟む。

N18E/83E

54.70 幅1～5mmの砂混じり粘土状破砕部。 N58E/70NW 75.55～75.65 幅10cmの固結した粘土混じり砂状破砕部。 N6W/62E

破砕部一覧
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No.7孔（掘進長20m，掘進角度60度，掘進方向S71E方向

コア写真(0-20m)
掘進長0m

10m

20m

３．３．２（４） ３号炉側のボーリング調査結果

掘進長（m） 性状 走向傾斜

2.28～2.32 幅1～4cmの固結した礫混じり砂状破砕部。 N13E/17E

4.20 幅1cmの暗褐色粘土を伴う砂状破砕部。 N31E/78NW

15.17～15.20 幅2～3cmの黒褐色粘土を伴う角礫混じり砂状破砕部。 N37E/87NW

破砕部一覧
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３．４ 破砕帯の確認結果

３．４．１ Ⅱ－Ｓ－４破砕帯

３．４．２ Ⅱ－Ｓ－３破砕帯

３．４．３ Ｆ－Ｍ３－９破砕帯

３．４．４ Ｂ破砕帯

３．４．５ Ｃ破砕帯

３．４．６ Ｄ破砕帯

３．４．７ Ｅ破砕帯

３．４．８ まとめ
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３．４．１ Ⅱ－Ｓ－４破砕帯

M1-14 M1-13剥ぎ取り
1・2U-B2

Ⅱ－S－４
（EL.-20mで表示）

3-30

Ⅱ-S-４破砕帯の検討

•既往のボーリグ（M1-13,、M1-14）にて確認した破砕部の延長は、１・２
Ｕ-B2破砕部に出現位置に相当する。

•破砕部の走向・傾斜なども調和的であるためⅡ－Ｓ－４破砕帯とした。

Ⅱ－Ｓ－４

Ⅱ－Ｓ－４破砕帯の確認に用いた破砕部一覧

走向傾斜 性状 条線 センス

試掘坑
（Ⅱ－Ｓ－４）

N13E/81W Fault clay － －

1・2U-B2 N5E/65W 粘土状破砕
部

70Ｌ 正断層

M1-13 N12E/71W 粘土状破砕
部

－ －

M1-14 N19E/75W
(10.75m)

角礫状破砕
部

－ －

：破砕部の傾斜（見かけ）
：変質部



３．４．２ Ⅱ－Ｓ－３破砕帯

M1-13

M1-10

Ⅱ－S－3
（EL.-20mで表示）

3-31

走向傾斜 性状 条線 センス

試掘坑
（Ⅱ－Ｓ－３東側）

N7W/47E Fault clay － －

M1-13 N8E/50E
(26.45m)

角礫混じり粘土状
破砕部

－ －

M1-10 N24E/73E
(66.71m)

礫混じり粘土状
破砕部

－ －

Ⅱ-S-３破砕帯の検討

•既往のボーリング（M1-10、M1-13)でⅡ-S-3が確認できてい

るが、その延長上の剥ぎ取り位置には該当する破砕部が延
伸していない。

Ⅱ－Ｓ－３

Ⅱ－Ｓ－３破砕帯の確認に用いた破砕部一覧

：破砕部の傾斜（見かけ）
：変質部



走向傾斜 性状 条線 センス

剥ぎ取り
3US-B1 N63E/73S 灰白色粘土

74R、90
（室内）

正

ボーリング
No11

N53E/79SE
（119.65m）

砂混じり粘土
状

90-85L
（室内）

―

剥ぎ取り
3US-B1

3-32

Ｆ－Ｍ３－９
（地表トレース）

南側海岸露頭で、破砕帯の延長部を確認できないため3US-B1
と南側海岸露頭の中間地点までトレースし、端部を破線とした。

Ｆ－Ｍ３－９
（EL.-20mで表示）

ボーリング
No.11

F-M1-1地表トレースの延長上（緑破線）に位置する剥ぎ取
り（３US）には、該当する破砕部が分布しないことから、少
なくともF-M3-9破砕帯を超えては分布していない。

Ｆ－Ｍ１－１
（地表トレース）

Ｆ－Ｍ１－１
（EL.-20mで表示）

被覆層

３．４．３ Ｆ－Ｍ３－９破砕帯

Ｆ－Ｍ３－９破砕帯の確認に用いた破砕部一覧

①

①’



走向傾斜 性状 条線 センス

試掘坑* N56E/55S
（N53E/55S）
見通しの走向

白色ないし黄褐
色の粘土を挟む

－ －

剥ぎ取り
3UNB-B1 N33E/70S 赤褐～褐色粘土

70L，80R
（現場）

正

ボーリング
No5

N24E/84E
（60.65m） 砂混じり粘土

70L
（室内）

不明

ボーリング
No4

N37E/64SE
（22.40m） 礫混じり砂状

75L
（室内）

不明

剥ぎ取り
3UT-B1 N46E/62SE 黄白～黄褐色粘

土

70L
（室内）

正

B破砕帯の確認に用いた破砕部一覧

剥ぎ取り
3UT-B1

ボーリング
No.5

ボーリング
No.4剥ぎ取り

3UNB-B1

B（地表トレース）

３．４．４ Ｂ破砕帯
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B（EL.0mで表示）

＊：試掘坑は既往データ

試掘坑

B破砕帯

：破砕部の傾斜（見かけ）
：変質部

①

①’

No4は走向方向で投影



ボーリング
No.5

ボーリング
No.6

剥ぎ取り
3UK-B2

走向傾斜 性状 条線 センス

試掘坑* N49E/63SE 白色ないし黄褐
色の粘土を挟む

－ －

ボーリング
No5

N46E/54SE
（18.64m） 砂及び角礫状 90（室内） 不明

ボーリング
No6

N35E/60SE
（72.52m） 固結した角礫状 80R（室内） 不明

剥ぎ取り
3UK-B2 N43E/52S 黄灰～黄白色

粘土

85R
(現場）

正

C破砕帯の確認に用いた破砕部一覧

３．４．５ C破砕帯

3-34

C（地表トレース）
C（EL.0mで表示）

＊：試掘坑は既往データ

試掘坑

C破砕帯

：破砕部の傾斜（見かけ）
：変質部

①

①’



D破砕帯の確認に用いた破砕部一覧

走向傾斜 性状 条線 センス

試掘坑* N46E/73S 白色ないし黄褐
色の粘土を挟む

－ －

ボーリング
No5

N28E/53SE
（9.80m）

フィルム状粘土
を挟む破砕部

90（室内） 不明

ボーリング
No6

変質帯を通
過するため
不明瞭
(55.6m～
60.5m）

暗褐色粘土を
伴う割れ目密集
部

－ －

剥ぎ取り
3UK-B1 N20E/62SE 白色～黄褐色

粘土

50R，69R
（室内）

正

３．４．６ D破砕帯
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D（地表トレース）
D（EL.0mで表示）

＊：試掘坑は既往データ
ボーリング

No.5

ボーリング
No.6

剥ぎ取り
3UK-B1

試掘坑

D破砕帯

：破砕部の傾斜（見かけ）
：変質部

①

①’



E破砕帯

E破砕帯の確認に用いた破砕部一覧

剥ぎ取り
3UNA-B3

走向傾斜 性状 条線 センス

試掘坑* N40E/68S 白色ないし黄褐
色の粘土を挟む

－ －

剥ぎ取り
3UNA-B3 N55E/40S 明褐～暗褐色

粘土
85R（室内） 正

ボーリング
No6

N40E/68SE
（17.35m） 円礫混じり砂状 65L（室内） 正

３．４．７ E破砕帯
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E（EL.0mで表示）E（地表トレース）

＊：試掘坑は既往データ

No.6

試掘坑

：破砕部の傾斜（見かけ）
：変質部

①

①’



３．４．８（１） まとめ

EL.0mでの破砕帯の分布
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（既往）



３．４．８（２） まとめ

EL.-20mでの破砕帯の分布
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（既往）



３．４．８（３） まとめ

Ｃ－Ｃ‘断面
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３．４．８（４） まとめ

Ｅ－Ｅ‘断面
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４．敷地内破砕帯の活動性の調査結果

４．１ Ⅱ－Ｓ－４破砕帯

４．２ Ｆ－Ｍ３－９破砕帯

４．３ Ｂ破砕帯

４．４ Ｃ破砕帯

４．５ Ｄ破砕帯

４．６ Ｅ破砕帯

４．７ 活動性評価のまとめ



４．１ Ⅱ－Ｓ－４ 破砕帯

４．１．１ 1･2U-B2破砕部の露頭観察結果

４．１．２ 1･2U-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果

４．１．３ ボーリングコアの観察結果（M1-13，深度77.1m付近）

４．１．４ まとめ

※１・２U-B2の研磨片・薄片については，現地にて高角度の条線が確認されたため，鉛直断面（縦ずれ成分観察用）にて研磨片・薄片を作成した。

レイク センス
１・２U-B2 N5E/65W 2～15cm 灰白色粘土状破砕部 70L 正断層 正断層
M1-13 77.1m N12E/71W 0.3～1.2cm 粘土状破砕部 － － 正断層

破砕部性状
室内条線観察 研磨片・薄片観

察によるセンス

Ⅱ-S-4

観察地点 走向傾斜 破砕幅
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１・２U-B2破砕部の底面写真

詳細スケッチ

底面

山側

建屋側

① f N5E/65W
② f N17W/72W
③ f N42W/36W

f：断層面

1･2U-B2破砕部の性状
・走向傾斜はN5E/65W
・破砕幅は2～15cm
・粘土状破砕部の幅は0.5～2cm，直線性のよい灰白色粘土
からなる。
・露頭観察では山側法面の白色粘土中に，正断層成分を示
すP面（粒子の配列）と変質部に正断層成分を示すR1面が認
められた（赤線）。また，建屋側法面で最新面と接する下盤上
面にレイク80Rの条線，山側法面で最新面と接する下盤上面
にレイク85Lの条線を確認した。

1m

①

②
③

灰白色固結粘土

灰白色固結粘土

砂状破砕部

白濁変質部

白濁変質部

褐色粘土化変質部

ブロックサンプル２

N

赤線をR1面として
正断層変位を確認

白色粘土中に正断層成分を示す
P面（粒子の配列）が認められる

レイク85Lの条線確認位置

レイク80Rの条線確認位置

４．１．１（１） １．２U-B2破砕部の露頭観察結果（露頭写真・スケッチ）

4-3

１・２U-B2破砕部

１・２U-B2破砕部

山側法面写真範囲

建屋側法面写真範囲

ブロックサンプル１

ブロックサンプル３

ブロックサンプル４

破砕部



山側法面写真

拡大写真1

拡大写真2

拡大写真1

正断層成分を示すR1面（赤破線）が変質破砕部中に認められる。

拡大写真2

正断層成分を示すP面（粒子の配列）が白色粘土中に認められる。

Pフォリエーション

４．１．１（２） １．２U-B2破砕部の露頭観察結果（条線観察）

１・２U-B2破砕部

4-4

凡例：赤線（R1面）



・最新面と接する下盤上面にレイク80Rの条線が
認められる。

・最新面と接する下盤上面にレイク85Lの条線が認
められる（やや不明瞭）。

5mm1cm

山側法面写真建屋側法面写真

４．１．１（３） １．２U-B2破砕部の露頭観察結果（条線観察）

１・２U-B2破砕部 １・２U-B2破砕部

水
平

水
平

4-5



４．１．１（４） １．２U-B2破砕部の露頭観察結果（条線観察）

最新面

最新面の断面写真

・下盤を上から見てレイク70L

・センスは正断層

上盤下がりのステップ

最新面下盤表面の写真

70

ブロックサンプル１採取状況

1mm

条線観察ブロック状況

N

観察面
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４．１．１（５） １．２U-B2破砕部の露頭観察結果（破砕部と変質部）

１・２U東側剥ぎ取り部底盤写真

１・２U-B2破砕部

網目状変質部

測点17.5～26m付近は全体に変質が強く，網目状変質部をなす。

変質部の中に灰白色粘土を伴う破砕部が分布する。

既往資料に記載されている幅広い破砕部は上記のような網目状変質部を記載している可能性がある。

網目状変質部の性状を確認するために各破砕部のブロックサンプルのCT解析画像を確認した。

破砕部

網目状変質部網目状変質部

網目状
変質部

破砕部は細粒化し，せん断構造が見られる。
しかし，網目状変質部は割れ目が多くなってい
るがせん断構造は認められない。

既往調査の幅広い破砕部の大半は，せん断構
造を持たない網目状変質部であると考えられる。

１・２U-B2ブロックCT画像

ブロックサンプル
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最新面

正面図

断面図

CT画像

４．１．２（1） １．２U-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（CT解析）

上盤
下盤

最新面

CT画像により最新面を判読した。

ブロックサンプル２の試料を用いて研磨片・薄片を作成した

4-8



1・2U-B2(N5E/65W)

・最新面に沿って、幅1mm程度の灰白色粘土帯が認められる。この粘土帯の外側には幅4mm以下の白色粘土帯が存在する。
・これらの粘土帯のゾーニングは明瞭である。
・複合面構造に基づくと、最新面は正断層成分を示す。
・最新面以外のY面も正断層成分を示す。

凡例：白破線（Y面）、赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

上盤
下盤

薄片作成位置

４．１．２（２） １．２U-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（研磨片観察）
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最新面

凡例：赤線（R1面）、青線（P面）

単ニコル

直交ニコル

縦ずれ成分観察用

上盤下盤

４．１．２（３） １．２U-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（1・2U-B2-1薄片観察）

4-10

鏡下では最新面に正断層成分
の複合面構造が確認される。



1mm

下盤下盤 上盤

連続的でシャープな最新面

上盤

単ニコル 直交ニコル

R1面

P面

単ニコル

直交ニコル

４．１．２（４） 1･2U-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（１・２U-B2-2薄片観察）

上盤 下盤

ブロックサンプル３の採取状況

ブロックサンプル３を用いて薄片
を作成した（1・2U-B2-2薄片）。
薄片は鉛直断面で作成した

拡大写真１

拡大写真2

薄片の最新面周辺に正断層成分を示す
複合面構造（ R1面，P面）が認められる。

下盤

上盤

凡例：赤線（R1面）、青線（P面）
4-11



1mm1mm

1mm 1mm

下盤

粘土鉱物が充填するR1面

４．１．２（５） 1･2U-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（１・２U-B2-2薄片観察）

拡大写真１ 拡大写真2

上盤

Y面

Y面
Y面 Y面

粘土鉱物が充填するR1面

最新面（Y面）及びR１面内に粘土鉱物（セリサイト）が生成している。

破砕帯が動いた後に、粘土鉱物を晶出させる熱水変質が生じたと判断。

単ニコル 単ニコル 直交ニコル直交ニコル

下盤上盤 下盤上盤下盤上盤
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４．１．２（６） 1･2U-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（１・２U-B2-2薄片観察）

0.5 mm

上盤 下盤

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

連続的でシャープな最新面

直交ニコル

1cm

上盤 下盤

下盤

上盤

最新面から粘土鉱物脈が下盤側に延びている。

粘土鉱物（セリサイト）を晶出させる熱水変質が生じた後、破砕帯は動
いていないと判断。

粘土鉱物脈

ブロックサンプル３を用いて薄片
を作成した（1・2U-B2-2薄片）。
薄片は鉛直断面で作成した
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４．１．２（７） 1･2U-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（１・２U-B2-3薄片観察）

1mm

石英を溶食した
放射状の
セリサイト結晶
集合体

上盤 下盤

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

最新面

直交ニコル

1cm

上盤 下盤

上盤

下盤

最新面上盤側の石英粒子には放射状のセリサイトが多く、
正断層の上盤側で熱水変質作用が顕著である。
セリサイトはさらに石英を溶食している。
溶食された石英はガウジに取り込まれていない。
さらに最新面直近の石英を溶食した放射状のセリサイト結晶
集合体は破砕の影響を受けていない。

破砕帯が動いた後で熱水変質作用が生じたと判断。

ブロックサンプル４の採取状況

ブロックサンプル４を用いて薄片
を作成した（1・2U-B2-3薄片）。
薄片は鉛直断面で作成した。
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ド
レ
ラ
イ
ト
岩
脈

拡大

ボアホールテレビにより、N22E/68Wの破砕部（深度77.1m付近）を確認

走向・傾斜、出現深度からⅡ-S-4破砕帯に相当するものと判断

60m
 ～

65m
65m

 ～
70m

70m
 ～

75m
75m

 ～
80m

80m
 ～

85m
85m

 ～
90m

M1-13ボーリング（60m～90m）
深
度

深
度

0 50m

Ⅱ
-S-4破

砕
帯

※破砕帯はE.L.-20mでの水平断面位置で図示

Ⅱ
-S

-3破
砕
帯

M1-13

1 1’

Ｆ-
M1-

1破
砕
帯

※破砕部周辺の深度73.4m～84.7mがやや変質

M1-13
（斜め55°）

・せん断面は極めて直線的で明瞭
・破砕部は礫混じり粘土状であり軟質

４．１．３（１） ボーリングコアの観察結果（既往調査：M1-13, 深度77.10m付近）
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Y

・灰色を呈し、細粒で、下盤側との境界面は直線的で、上盤との
境界面は若干凸凹している粘土状破砕部①（断層ガウジ）が認
められる。
・この粘土状破砕部には、弱い面構造（R1面）が認められ、正断層
の変位センスが判読される。
⇒ 更に詳細な観察のため、薄片観察を実施

・上盤側の砂状破砕部②、粘土状破砕部③やカタクレーサイト部
なども、面構造（P面、 R1面）から正断層の変位センスが判読さ
れる。

ボ
ー
リング

上
側

ボ
ー
リング

下
側

Y

R1

R1

R1

R1

R1

P

P

P

P
薄片観察位置

下盤

上盤

R1

①

②

③

ボーリングコアを縦
に半割りにして作成

0 5cm

M1-13ボーリングコア

４．１．３（２） ボーリングコアの観察結果（既往調査：M1-13, 深度77.10m付近）

既往調査では、条線観察の結果に基づく
研磨片作成を実施していない。 4-16



単ニコル
①

②

③

単ニコル

①

②

③

P

P

P

P

R1
P

P

R1

P

P

ボーリング上側

ボーリング下側

薄片
観察
位置

1cm

枠内の拡大

直交ニコル①

②

③

直交ニコル

①断層ガウジ（最新活動面）
粘土鉱物の配列からなるP面が認め
られ、正断層センスが判読される。

②上盤側カタクレーサイト
P面及びR1面が認められ、正断層センスが判読される。

③下盤側カタクレーサイト
P面及びR1面が認められ、正断層センスが判読される。

1mm 1mm

赤で示した部分の薄片観察写真

４．１．３（３） ボーリングコアの観察結果（既往調査：M1-13, 深度77.10m付近）
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研磨片及び薄片の観察から、最新活動面に以下の事が認められた。

１．最新活動センスは、正断層センスであり、現在の広域応力場と調和しない。

２，Ｙ面及びR１面を粘土鉱物（セリサイト）が埋めている。

３．最新面の上盤側でセリサイトに溶食された石英が顕著に認められる。下盤の花崗岩中に溶食された石英
はほとんど認められない。ガウジ内にも溶食された石英は取り込まれておらず、断層活動の前に熱水変質が
起こっていたとは考え難い。

４．最新面直近の石英を溶食した放射状のセリサイト集合体は破砕の影響を受けていない。

５．最新面から粘土鉱物脈が下盤側に延びている。

Ⅱ－Ｓ－４破砕帯が動いた後に、熱水変質作用が生じており、その後、破砕帯は動いていないと評価する。

４．１．４ まとめ
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４．２ Ｆ－Ｍ３－９破砕帯の活動性に関する調査結果

４．２．１ 3US-B1破砕部の露頭観察結果

４．２．２ 3US-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果

４．２．３ ボーリングコアの観察結果（No.11, 深度119.60m付近）

４．２．３ まとめ

※3US-B1の研磨片・薄片については，現地にて高角度の条線が確認されたため，鉛直断面（縦ずれ成分観察用）にて研磨片・薄片を作成した。

レイク センス
3US-B1 N63E/73S 2～3cm 灰白色粘土状破砕部 74R 90 不明 正断層
No11 119.65m N53E/79SE 0.1～0.5cm 砂混じり粘土状破砕部 90～85L 不明 －

破砕部性状
室内条線観察 研磨片・薄片観

察によるセンス

F-M3-9

観察地点 走向傾斜 破砕幅
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３ＵＳ－Ｂ1破砕部の底面写真

底面詳細スケッチ

① f N63E/73S

f：断層面

片状を呈する風化花崗岩

3US-B1破砕部の性状
・走向傾斜はN63E/73S
・破砕幅は2～3cm，灰白色粘土状破砕部からなる。
・露頭観察では法面に正断層成分を示すR1面が認められる。
また，法面で最新面にレイク90の条線を確認した。

50cm

①

ブロックサンプル２

3US-B1破砕部
幅2～3cmの灰白色粘土

窪
み

破砕部

N

４．２．１（１） 3US-B1破砕部の露頭観察結果（露頭写真・スケッチ）

3US-B1破砕部

山側法面

ブロックサンプル1
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拡大写真2

拡大写真1

拡大写真1 下盤上面
正断層成分を示すコメットマーク（条線90程度）

拡大写真2 下盤上面

正断層成分を示す破断ステップ

コメットマーク
破断ステップ

拡大写真3
最新面から正断層成分を示すR1面が発達している。

R1面

山側法面写真

拡大写真3

４．２．１（２） 3US-B1破砕部の露頭観察結果（条線観察）

3US-B1破砕部

上盤 下盤 上盤 下盤
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・粘土上面に、レイクが90の条線が認められる。 ・粘土上面に、レイクが74Rの条線が多数認められる。

1mm 1mm

４．２．１（３） 3US-B1破砕部の条線観察結果

山側法面写真

3US-B1破砕部

ブロックサンプル１
（条線観察用）

水平

水平
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最新面

正面図

断面図

CT画像

４．２．２（１） 3US-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（CT解析）

上盤
下盤

最新面

CT画像により最新面を判読した。

ブロックサンプル２を用いて研磨片・薄片を作成した

4-23



3US-B1(N63E/73S)
・最新面に沿って幅2cm以下の細粒部が認められる。

・複合面構造に基づくと、最新面は正断層成分を示す。

凡例：白破線（Y面）、赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

上盤
下盤

最新面
薄片作成位置

４．２．２（２） 3US-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（研磨片観察）
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単ニコル
直交ニコル

凡例：赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

上盤 下盤

最新面

４．２．２（３） 3US-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）

4-25

鏡下では最新面に正断層成分
の複合面構造が確認される。



N（下盤）S（上盤）
1mm

②

上

直交ニコル

1mm

最新面

1cm

ガウジ内の石英は新鮮で溶食されたものは認められない。
最新面を横断する粘土鉱物脈が認められる。

粘土
鉱物
脈

熱水変質作用が生じた後で、破砕帯は動いていないと判断。

４．２．２（４） 3US-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）
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観察面

４．２．３（１） ボーリングコアの観察結果（No.11, 深度119.60m付近）

No11孔（深度119.60m付近）

走向傾斜：N53E/79SE

白色変質帯に挟まれた黒色脈。肉眼でも熱水変質
作用により形成された黄鉄鉱が確認できる。

4-27
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No11孔（深度119.60m付近）

走向傾斜：N53E/79SE

上

下 コアを上から望む

４．２．３（２） ボーリングコアの観察結果（No.11, 深度119.60m付近）

ボーリングコアのCT画像

正面スライス画像 断面スライス画像

黒色の主断層面内は4面に分けられ、③面がシャープで連続性も良い

① ②

③最新面

④

上

No.11 119.4m③面（最新面）を下から上盤面に見上げる。
新鮮な黄鉄鉱の粒とレイク90～85Ｌの条線。

0.5ｍｍ

下

上

85R

最新面の条線観察結果

・上盤を下から見てレイク90～85R
⇒下盤上面90～85L

・センス不明

4-28
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４．２．４ まとめ

Ｆ－Ｍ３－９破砕帯の最新面形成後に熱水変質を受け、
その後、破砕帯は動いていないと評価する。

研磨片・薄片の観察から、最新活動面に以下の事が認められた。

１．最新活動センスは、正断層センスであり、現在の広域応力場と調和しない。

２．最新面を横断する粘土鉱物脈が認められる。
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４．３ Ｂ破砕帯の活動性調査の結果

４．３．１ 3UNB-B1破砕部の露頭観察結果

４．３．２ 3UNB-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果

４．３．３ 3UNB-B1破砕部の電子顕微鏡観察結果

４．３．４ 3UT-B1破砕部の露頭観察結果

４．３．５ 3UT-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果

４．３．６ 3UT-B1破砕部の電子顕微鏡観察結果

４．３．７ ボーリングコアの観察結果（No.4、22.40m付近）

４．３．８ ボーリングコアの観察結果（No.5、60.65m付近）

４．３．９ まとめ

※3UNB-B1の研磨片・薄片については，現地にて高角度の条線が確認されたため，鉛直断面（縦ずれ成分観察用）にて研磨片・薄片を作成した。
※３UT-B1の薄片については，レイク70Lの方向で薄片を作成した。

レイク センス
3UNB-B1 N33E/70S 2～7cm 赤褐～褐色粘土状破砕部 (70L，80R露頭観察）不明 正断層
3UT-B1 N46E/62SE 0.5～35cm 黄白～黄褐色粘土状破砕部 70L 不明 正断層
No.4 22.4m N37E/64SE 1.5cm 礫混じり砂状破砕部 75L 不明 －
No.5 60.65m N24E/84SE 0.5cm 砂混じり粘土状破砕部 70L 不明 －

破砕幅 破砕部性状
研磨片・薄片観
察によるセンス

室内条線観察
観察地点 走向傾斜

B破砕帯
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3UNB-B1破砕部の写真

詳細スケッチ

3UNB-B1破砕部の性状
・走向傾斜はN33E/70S
・破砕幅は2～7cm
・粘土状破砕部の幅は0.1-1.0cm程度，赤褐～褐色粘
土からなる。
・露頭観察では山側壁面の最新面に接する粘土上面に
レイク70L,80Rの条線が見られる。

ブロックサンプル1

細かい亀裂が発達した破砕部。
白色粘土を挟むが，角礫化した
所も多い

f：N32E/62S
幅が0.1～1.0㎝
の褐色粘土

f：N33E/70S
幅0～0.5㎝の
赤褐色粘土

褐色細礫砂まじり粘土を含む変質部

面構造のある細礫まじり粘土 幅2～7㎝

白濁変質
元の岩石組織はないが
岩質は硬い

幅0～0.5㎝の
赤褐色粘土

f：N32E/70Sf：N22E/70S

N

レイク70L，80Rの条線確認位置

４．３．１（１） 3UNB-B1破砕部の露頭観察結果（露頭写真・スケッチ）

3UNB-B1破砕部50cm

3UNB-B1破砕部

建屋側

山側

底面

剥ぎ取り中心線
コンクリート

コンクリート

ブロックサンプル2

底面

山側壁面

建屋側壁面
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・最新面と接する粘土上面にレイク70Lと
80Rの条線が認められる。

４．３．１（２） 3UNB-B1破砕部の露頭観察結果（条線観察）
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最新面

正面図

断面図

４．３．２（１） 3UNB-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（CT解析）

上盤

下盤

最新面

CT画像により最新面を判読した。

ブロックサンプル1を用いて研磨片・薄片を作成した。

4-33
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3UNB-B1(走向傾斜はN33E/70S)

最新面に沿って、幅1cm以下の粘土帯が認められる。粘土帯を構成する粘土の色は主に白～黄褐色である。
ゾーニングは不明瞭で、基質支持である。
粘土帯の外側には粘土を含む角礫帯が存在し、幅は1～5cmである。
複合面構造と変形構造（σ）に基づくと、最新面の変位センスは正断層成分である。

凡例：白破線（Y面）、赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

４．３．２（２） 3UNB-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（研磨片観察）

上盤

下盤

薄片作成位置
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単ニコル 直交ニコル

凡例：赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

４．３．２（３） 3UNB-B1破砕部の研磨片･薄片観察結果（薄片観察）

上盤 下盤

最新面

4-35

鏡下では最新面に正断層成分
の複合面構造が確認される。



N：下盤1mmS：上盤

3UNB-B1

４．３．２（４） 3UNB-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）

変質作用を受け、溶食された石英が上盤、下盤双方に認められ、同様な変質作用を受けた石英はガウジ内にも取り込ま
れている。

変質作用を受けた後、破砕帯が動いた可能性があると判断。

溶食された石英ガウジ

Y面

Y面
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• 一連の中性～酸性熱水変質作用を受けた溶食石英がガウジ内に認められる。
• 一方、最新面を横断する粘土鉱物脈が薄片内の数箇所で観察できる。

一連の中性～酸性熱水変質作用の後、破砕帯が動いた可能性が考えられるが、
それ以降の異なる熱水変質作用が終了した後、Ｂ破砕帯は動いていないと判断。

４．３．２（５） 3UNB-B1破砕部の研磨片・薄片観察（薄片観察）

1mm

*写真中の数字は倍率
1mm

単ニコル

直交ニコル

粘土鉱物脈
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下盤 上盤

４．３．３（１） 3UNB-B1破砕部の電子顕微鏡観察結果

①
②

③

④

⑤

⑥

石英

①面は凸凹。⑤面（最新面）がシャープで剝がれ易い。⑥面は
軟質茶褐色粘土を含むが連続性に欠く。上盤側に石英が濃
集。石英脈の名残り。

下盤 上盤

水平

北 南

含石英帯
（オリーブ
基質）

下盤を見下ろす。⑤面（軟質褐色粘土）内には鉛直方向
に明瞭な条線が認められる（一部をSEM用チップに採
用）。

ブロックサンプル2（電子顕微鏡観察用）
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下盤を見下ろす。条線は鉛直成分が発達。下盤上がりの正断層で
あることが確認できる。

条線を拡大。自形結晶（スメクタイト）が埋める。

４．３．３（２） 3UNB-B1破砕部の電子顕微鏡観察結果

下盤を見下ろす。最新面は平坦面を形成し、右下に粘土（ガウジ）
が糊状に広がる。
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最新面の鉛直条線全面に網目状の自形のスメクタイトが生成し、破砕を受けた組織は認められない。

スメクタイトを晶出させた変質作用後、破砕帯は動いていないと判断。

４．３．３（３） 3UNB-B1破砕部の電子顕微鏡観察結果
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白色粘土状破砕部

ブロックサンプル

露頭方向N65E

3UT-B1破砕帯の性状
・代表走向傾斜はN46E/62SE
・破砕幅は0.5～35cm，黄白～黄褐色粘
土状破砕部からなる。
・露頭観察では最新面にレイク角60Lの条
線が見られる。
・3UT-B1破砕帯はドレライト岩脈を切って
いる。レイク角60Lの条線確認位置

４．３．４（１） 3UT-B1破砕部の露頭観察結果（スケッチ）

3UT-B1破砕部
最新面

暗緑灰色のドレライト

節理は花崗岩との接触面に対して直角に発達。
東側の薄い部分は淡橙色に風化・硬い 花崗岩
の節理に沿って貫入。

暗緑灰色ドレライト

4-41N45E/63E N47E/68E



3m

2m

1m

S1

S6

S5

S4S3S2

４．３．４（２） 3UT-B1破砕部の露頭観察結果（露頭写真）

3UT-B1破砕部
最新面
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最新面と接する粘土上面にレイク60Lの条線が認められる。

４．３．４（３） 3UT-B1破砕部の露頭観察結果（条線観察）

露頭における条線観察位置
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N
ブロックサンプルの条線観察結果
上から下盤を見下ろす。
下盤側にレイク70Lの条線が認められる。

70

水平

NE
E

W
上

下

ドレライト

花崗岩

４．３．４（４） 3UT-B1破砕部の条線観察結果

最新面

条線観察位置
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東

東

西

北東

東

西

上

西

最新面

正面図（最新面に直交）

３UT-B1ブロックCT画像
走向傾斜：N45E/73SE

断面図

断面図

最新面

最新面

CT観察結果

４．３．５（１） 3UT-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（CT解析）

CT画像により最新面を判読した。
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最新面

NE

NW

水平線

NE

NW

上側

最新面

上側

70Lのカット面

NW

上側

最新面

薄片範囲

最新面の走向傾斜
N45E/73SE

下盤

上盤

薄片は条線方向（レイク70L)）に切断し，
ブロックの南西側面で作成した

薄片作成面の方向

薄片作成面の写真

薄片作成面の方向

４．３．５（２） 3UT-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）
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上盤下盤

（×１００、鉛直）

上盤下盤

ドレライト、斑晶は定向
配列はなし。

単ニコル

直交ニコル

４．３．５（３） 3UT-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）
上

E
鏡下では、正断層成分が
認められる。

最新面
上盤

下盤

凡例：青線（P面）
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上盤下盤

上盤下盤

単ニコル

直交ニコル

４．３．５（４） 3UT-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）
上

E

（×５０、鉛直）

Ｙ面 Ｐ面

鏡下では、正断層成分を
示唆する複合面構造が
認められる。

最新面
上盤

下盤

凡例：青線（P面）
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上盤下盤

上盤下盤

単ニコル

直交ニコル

４．３．５（５） 3UT-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）
上

E

（×５０、鉛直）

ドレライト円礫が取り込ま
れている。

最新面
上盤

下盤

ドレライト起源の岩片が
破砕部に混入しているこ
とから、ドレライト貫入後
にも、３UT-B１破砕部で

は断層活動があったと判
断。
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ドレライト

花崗岩

①最新面

②

②

①最新面

ＦＥ-SEM観察はドレライト側（上盤側）からガウジ表面を見下ろす。

①面、下盤表面を見下ろす。

４．３．６（１） ３UT-B1破砕部の電子顕微鏡観察結果
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穴には繊維状の沸石（モルデナイト）も生成。ドレライト直近ではアル
カリ熱水変質の痕跡も認められる。

網目状のスメクタイト

結晶面は発達していない非晶質沈殿物。熱水から沈殿。

４．３．６（２） ３UT-B1破砕部の電子顕微鏡観察結果

ドレライトとの境界（最新面①）。

スメクタイト、沸石を晶出させた変質作用後、破砕帯は動いていないと判断。
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４．３．７（１） ボーリングコアの観察結果（No.4, 深度22.40m付近）

No４孔（深度22.4m付近）

走向傾斜：N37E/64SE

ボアホールカメラ画像

観察面

4-52

観察面



４．３．７（２） ボーリングコアの観察結果（No.4, 深度22.40m付近）

ボーリングコアのCT画像
正面スライス画像 断面スライス画像

上

1mm

・下盤を上から見てレイク75L

・センスは不明

No４孔（深度22.4m付近）

走向傾斜：N37E/64SE

75

最新面の条線観察結果
4-53

最新面



No5孔（深度60.65m付近）

走向傾斜：N24E/84SE

４．３．８（１） ボーリングコアの観察結果（No.5, 深度60.65m）

ボアホールカメラ画像

観察面
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ボーリングコアのCT画像
正面スライス画像 断面スライス画像

最新面 上

下

４．３．８（２） ボーリングコアの観察結果（No.5, 深度60.65m）

No5孔（深度60.65m付近）

走向傾斜：N24E/84SE

最新面の条線観察結果

・上盤を下から見てレイク70R
⇒下盤上面でレイク70L

・センスは不明

70

上（上盤側）

下（下盤側）

アプライト質

花崗岩

P

Y

P面から上盤下がりの
正断層センス

コア表面の観察結果
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研磨片，薄片及び電子顕微鏡の観察から、最新活動面に以下の事が認められた。

１．最新活動センスは、正断層センスであり、現在の広域応力場と調和しない。

２．一連の中性～酸性熱水変質作用を受けて溶食された石英がガウジ内に認められる。一方、最新面を横断
する粘土鉱物脈が薄片内の数箇所で観察できる。

３．最新面全面に網目状の自形のスメクタイトが生成し、破砕を受けた組織は認められない。

４．３号炉背後斜面山頂のＢ破砕帯とドレライトとの接触部では、ドレライトが熱水変質作用を受けているが、
電子顕微鏡による観察の結果、スメクタイトなどが生成しており、また、アルカリ性熱水変質作用により晶出し
た繊維状の沸石も認められる。

ドレライトを切るB破砕帯の最新面上に、自形の結晶が生成しており、これらの鉱物は破壊されていないため、
熱水変質作用が終了した後、破砕帯は動いていないと評価する。

４．３．９ まとめ
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４．４ Ｃ破砕帯の活動性に関する調査結果

４．４．１ 3UK-B2破砕部の露頭観察結果

４．４．２ 3UK-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果

４．４．３ ボーリングコアの観察結果（No.5, 深度18.64m付近）

４．４．４ ボーリングコアの観察結果（No.6, 深度72.53m付近）

４．４．５ まとめ

※3UK-B2の研磨片・薄片については，現地にて高角度の条線が確認されたため，鉛直断面（縦ずれ成分観察用）にて研磨片・薄片を作成した。
※No.6孔72.53mの薄片については，レイク80Rの方向で薄片を作成した。

レイク センス
3UK-B2 N43E/52S 0.5～2cm 黄灰～黄白色粘土状破砕部 （85R露頭観察） 不明 正断層
No.5 18.64m N46E/54SE 3～4cm 砂及び角礫状破砕部 90 不明 －
No.6 72.53m N35E/60SE 20cm 固結した角礫状破砕部 80R 不明 －

観察地点 走向傾斜 破砕幅 破砕部性状
室内条線観察 研磨片・薄片観

察によるセンス

C破砕帯
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3UK-B2破砕部の底面写真

底面詳細スケッチ

黄灰～黄白色粘土
幅0.5～2㎝

黄白色粘土

北西側は変質を受け，風
化が進んでいる

南東側は
堅硬な細粒花崗岩

変質部

3UK-B2破砕部の性状
・走向傾斜はN43E/52S
・破砕幅は0.5～2cm程度，黄灰～黄白色粘土
状破砕部からなる。
・露頭観察では最新面に接する粘土上面にレイ
ク85Rの条線が見られる。

N

レイク85Rの条線確認位置

・最新面と接する粘土上面にレイク85Rの条
線が認められる。

3UK-B2破砕部
最新面

最新面

ブロックサンプル

50cm

3UK-B2破砕部

建屋側

山側

底面

変質部

剥ぎ取り中心線

４．４．１（１） 3UK-B2破砕部の露頭観察結果（露頭写真，スケッチ，条線観察）
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最新面

正面図

断面図

４．４．２（１） 3UK-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（CT解析）

上盤

下盤

CT画像により最新面を判読した。

ブロックサンプルを用いて研磨片・薄片を作成した。
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3UK-B2(走向傾斜はN43E/52S)

・最新面に沿う細粒部中(幅3mm未満）には正断層成分を示すP面が発達し，2条のY面間にも正断層成分を示すR1面が分布するこ
とから，最新活動は正断層成分を伴うことがわかる。
・2条のY面の外側（研磨片の東部と西部）には変形指標は認められない。
・細粒部にゾーニングは認められない。

凡例：白破線（Y面）、赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

４．４．２（２） 3UK-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（研磨片観察）

上盤

下盤

薄片作成位置
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薄片観察結果
・最新部はカタクレーサイトから構成される。
・鏡下では最新面に正断層成分の複合面構造が確認される。複合面構造に基
づくと、最新面は正断層成分を示す。
・最新部を挟んで下盤側はやや破砕されている。
・上盤側は最新部近傍のみ破砕の影響が認められる。

単ニコル 直交ニコル

凡例：赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

４．４．２（３） 3UK-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）

上盤下盤
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1mm下盤（西） 上盤（東）

上

粘土鉱物（セリサイト）

1mm 粘土鉱物脈
直交ニコル

４．４．２（４） 3UK-B2破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）

最新面を跨いで、粘土鉱物脈がつながる。
破砕帯活動後に熱水変質作用を被ったことがわかる。

熱水変質以降に破砕帯の活動は認められないと判断。

上盤下盤
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４．４．３（１） ボーリングコアの観察結果（No.5, 深度18.64m付近）

上 下

No5孔（深度18.64m付近）

走向傾斜：N46E/54SE

ボアホールカメラ画像

観察面
観察面
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上

４．４．３（２） ボーリングコアの観察結果（No.5, 深度18.64m付近）

ボーリングコアのCT画像
正面スライス画像 断面スライス画像

No5孔（深度18.64m付近）

走向傾斜：N46E/54SE

９０

最新面の条線観察結果

・下盤を上から見てレイク90

・センスは不明
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ボアホールカメラ画像

破砕帯

観察面

４．４．４（１） ボーリングコアの観察結果（No.6, 深度72.53m付近）

観察面
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No6孔（深度72.53m付近）

走向傾斜：N35E/60SE



破砕帯

破砕帯

上

コアを上から望む

No6孔（深度72.53m付近）

走向傾斜：N35E/60SE

４．４．４（２） ボーリングコアの観察結果（No.6, 深度72.53m付近）

８０

ボーリングコアのCT画像
正面スライス画像 断面スライス画像

最新面の条線観察結果

・上盤を下から見てレイク80L
⇒下盤上面で80R

・センスは不明
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研磨片及び薄片の観察から、最新活動面に以下の事が認められた。

１．最新活動センスは、正断層センスであり、現在の広域応力場と調和しない。

２．最新面を跨ぐ粘土鉱物脈が認められ、破砕帯が動いた後、熱水変質作用を被った。

熱水変質作用が終了した後、Ｃ破砕帯は動いていないと評価する。

４．４．５ まとめ
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４．５ D破砕帯の活動性に関する調査結果

４．５．１ 3UK-B1破砕部の露頭観察結果

４．５．２ 3UK-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果

４．５．３ ボーリングコアの観察結果（No.5, 深度9.80m付近）

４．５．４ まとめ

※3UK-B1の研磨片・薄片については，レイク60Rの方向で研磨片・薄片を作成した。

4-68

レイク センス
3UK-B1 N20E/62E 0.1～2cm 白色～黄褐色粘土状破砕部 50R 69R 不明 正断層
No.5 9.80m N28E/53SE フィルム状 褐色フィルム状粘土 90 不明 －
No.6 55.60～60.50m － － 変質部 － － －

研磨片・薄片観
察によるセンス

D破砕帯

観察地点 走向傾斜 破砕幅 破砕部性状
室内条線観察



3UK-B1破砕部の底面写真

底盤詳細スケッチ
3UK-B1破砕部の性状
・走向傾斜はN20E/62SE
・破砕幅は0.1～2cm，白色から黄褐色の粘土状破砕部からなる
・露頭観察では最新面に接する粘土上面にレイク75～80Rの条線が
見られる。

破砕部は白色～黄褐色を呈する粘土から
なる。粘土は幅0.1～2cm程度である。
破砕部の周辺は変質を受け，角礫混じり粘
土状変質部からなる。

N

レイク75～80Rの条線確認位置

4-69

3UK-B1破砕部

ブロックサンプル2

50cm

3UK-B1破砕部

建屋側

山側

底面

破砕部

剥ぎ取り中心線

４．５．１（１） 3UK-B1破砕部の露頭観察結果（露頭写真・スケッチ）

条線観察位置写真

ブロックサンプル1



・最新面と接する粘土上面に
レイク75～80Rの条線が認められる。

４．５．１（２） 3UK-B1破砕部の露頭観察結果（条線観察）

3UK-B1破砕部

条線観察位置写真
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・最新面に接する粘土上面に、レイクが69Rの起伏が多数認められる。

・この起伏の凹部の輪郭は直線性に欠ける。

1mm

・最新面に接する粘土上面に、レイクが50Rの条線が多数認められる。

1mm

4-71

４．５．１（３） 3UK-B1破砕部の条線観察結果

ブロックサンプル１（条線観察用）

条線観察位置写真

水平水平



正面図

断面図

最新面

CT画像
４．５．２（１） 3UK-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（CT解析）

上盤
下盤

最新面

CT画像により最新面を判読した。

ブロックサンプル2を用いて研磨片・薄片を作成した
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3UK-B1 （N20E/62SE）
・研磨片中央部のカタクレーサイト中に断続的で不明瞭なY面が1条認められる。
・Y面に沿って，幅2～3mmの白褐色～褐色粘土が認められる。
・最新部に正断層を示すP面(2条のみ)が認められる。
・破砕帯の走向・傾斜がN20E62Eであり，条線観察結果に基づき60Rの面で観察していることから，最新活動は正断層および左横ずれ

成分を伴う。

凡例：白破線（Y面）、青線（P面）

４．５．２（２） 3UK-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（研磨片観察）
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上盤 下盤

薄片作成位置



薄片観察結果
・最新部（粘土混じり角礫部）とその周辺の境界は不明瞭であり，漸移的
に変化する部分が認められる。
・最新部では複合面構造や非対称変形構造などが認められない。
・最新部の下盤側隣接部で不明瞭ながら見かけ右横ずれ成分を示すR1
面とP面が認められる。

４．５．２（３） 3UK-B1破砕部の研磨片･薄片観察結果（薄片観察）
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上盤 下盤



・酸性熱水変質作用は両盤に及んでいる。
・溶食された石英がガウジに取り込まれている。
・セリサイトが破砕帯で切られている。
・ガウジを横断する熱水脈も認められる。

1mm

ガウジ内を通る熱水脈

溶食された石英
酸性熱水により形成された変質鉱物（破
砕帯に切られている）

下盤 上盤
溶食された石英

最後の熱水変質以降に破砕帯の活動の可能性は無いと判断。

直交ニコル

単ニコル

４．５．２（４） 3UK-B1破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）

1mm 直交ニコル

単ニコル
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ボーリングコアのCT画像）

上

連続してい
ない

No.5孔（深度9.8m付近）

走向傾斜：N28E/53SE

４．５．３（１） ボーリングコアの観察結果（No.5, 深度9. 8m付近）

ボアホールカメラ画像

観察面

花崗岩

花崗岩
レキ化

No.5 9.8m

上 下破砕帯

最新面の条線観察結果

・下盤を上から見てレイク90

・センスは不明
4-76

電子顕微鏡観察試料



４．５．３（２） 3UK-B1破砕部の観察結果（電子顕微鏡観察）

熱水変質作用により沈殿した非晶質の物質が壊されていないことから、変質作用後、破砕帯は動いていないと判断。

No.5孔
9.8m

最新面
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研磨片及び薄片の観察から、最新活動面に以下の事が認められた。

１．最新活動センスは、正断層センスであり、現在の広域応力場と調和しない。

２．酸性熱水変質作用は両盤に及び、溶食された石英がガウジに取り込まれている。また、セリサイトが破砕
帯に切られている。しかし、ガウジを横断する熱水脈も認められる。

３．電子顕微鏡の観察から、熱水変質作用により生成された非晶質の物質が沈殿し、壊れていない。

Ｄ破砕帯の最新面上に、非晶質の物質が沈殿しており、これらの物質が破壊されていないことから、
熱水変質作用以降、破砕帯は動いていないと評価する。

４．５．４ まとめ
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４．６ Ｅ破砕帯の活動性に関する調査結果

４．６．１ 3UNA-B3破砕部の露頭観察結果

４．６．２ 3UNA-B3破砕部の研磨片・薄片観察結果

４．６．３ ボーリングコアの観察結果（No.6, 深度17.35m付近）

４．６．４ まとめ

※3UNA-B3の研磨片・薄片については，現地にて高角度の条線が確認されたため，鉛直断面（縦ずれ成分観察用）にて研磨片・薄片を作成した。
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レイク センス
3UNA-B3 N55E/40S 1～4cm 明褐～暗褐色粘土状破砕部 85R 不明 正断層
No6 17.35m N40E/68SE 2～6cm 円礫混じり砂状破砕部 65L 正 －

破砕部性状
室内条線観察 研磨片・薄片観

察によるセンス

E破砕帯

観察地点 走向傾斜 破砕幅



3UNA-B3破砕部写真

詳細スケッチ

3UNA-B3破砕部の性状
・走向傾斜はN55E/40S
・破砕幅は1～4cm，明褐～暗褐色粘土状破砕部か
らなる。
・露頭観察では山側壁面の砂混じり粘土中に正断層
成分を示すP面認められる。条線は認められない。

① f N55E/40S
② j N45E/82E
③ j N60W/38E
④ j N23E/32W
⑤ f N65E/64S
⑥ j N70W/65N

f：断層面 j：節理面

①

②

③

④

⑤

⑥

幅1～3cm、暗褐色粘土 幅1～2mm、暗褐色および白色粘土

淡黄褐～灰白色礫混じり粘土を
呈する強変質部

灰白色を呈する変質部
粘土混じり角礫状部からなり所々
にマンガンが濃集する

幅1cm程度の白色粘土
上盤にマンガンが濃集する

ブロックサンプル2

N正断層成分確認位置
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3UNA-B3破砕部

幅2～4cm明褐色粘土

50cm

3UNA-B3破砕部
建屋側

山側

底面

破砕部

剥ぎ取り中心線

４．６．１（１） 3UNA-B3破砕部の露頭観察結果（露頭写真・スケッチ）

山側壁面写真範囲

ブロックサンプル1



山側壁面写真

拡大写真1

P面

拡大写真1
暗褐色砂混じり粘土中に正断層成分を示すP面が発達する。

４．６．１（２） 3UNA-B3破砕部の露頭観察結果（条線観察）
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3UNA-B3破砕部

3UNA-B3破砕部



1mm

・粘土化部の外側（上盤）のせん断面を示す。

・写真中央部に不明瞭な条線（白破線）が認められる。この条線
のレイクは85Rである。条線周辺には、条線と同方向に配列する
起伏が存在する。この起伏もまた条線であると考えられる。起伏
の凹部を青破線で示す。

４．６．１（３） 3UNA-B3破砕部の露頭観察結果（条線観察）

ブロックサンプル1（条線観察用）

山側壁面写真

3UNA-B3破砕部

水平
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正面図

断面図

最新面

CT画像

４．６．２（１） 3UNA-B3破砕部の研磨片・薄片観察結果（CT解析）
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上盤

下盤

最新面

CT画像により最新面を判読した。

ブロックサンプル2を用いて研磨片・薄片を作成した



3UNA-B3(N55E/40S)

研磨片中央部に幅3～5.5cmの粘土帯が認められる。粘土帯を構成する粘土の色は褐色や黄褐色、白褐色、白色である。
ゾーニングはやや不明瞭である。
Y面には不明瞭・断続的で小刻みに湾曲するものが認められる。上盤側では杉型の雁行配列を示すY面が存在する。
複合面構造と変形構造に基づくと、いずれのY面も正断層成分を示す。

凡例：白破線（Y面）、赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

４．６．２（２） 3UNA-B3破砕部の研磨片・薄片観察結果（研磨片観察）
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上盤

下盤

最新面 薄片作成位置



単ニコル 直交ニコル

凡例：赤線（R1面）、青線（P面）

縦ずれ成分観察用

４．６．２（３） 3UNA-B3破砕部の研磨片・薄片観察結果（薄片観察）
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上盤下盤 最新

鏡下では最新面に正断層成分
の複合面構造が確認される。



1mm

上

下盤 上盤

熱水脈

熱水脈

最後の熱水変質以降に破砕帯の活動は認められないと判断。

４．６．２（４） 3UNA-B3破砕部の研磨片・薄片観察結果(薄片観察）

下盤 上盤

黄鉄鉱が脈中に晶出しており、熱水変質を被っている
ことがわかる。熱水脈は最新面を跨いでつながる。
破砕帯活動後に熱水変質作用を被ったことがわかる。

1mm 1mm
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No6孔（深度17.35m付近）

走向傾斜：N40E/68SE

４．６．３（１） ボーリングコアの観察結果（No.6, 深度17.35m付近）

ボアホールカメラ画像

4-87

観察面

観察面



ボーリングコアのCT画像
正面スライス画像 断面スライス画像

破砕帯

上

４．６．３（２） ボーリングコアの観察結果（No.6, 深度17.35m付近）

No6孔（深度17.35m付近）

走向傾斜：N40E/68SE

65

ステップ

最新面の条線観察結果

・上盤を下から見てレイク65R
⇒レイクは65L

・ステップから正断層センスが読み取れる。
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最新面



研磨片及び薄片の観察から、最新活動面に以下の事が認められた。

１．最新活動センスは正断層センスであり、現在の広域応力場と調和しない。

２．Ｅ破砕帯の最新面を跨いで、熱水脈がつながる。

Ｅ破砕帯の最新面は、熱水脈がＥ破砕帯の最新面を跨いでつながることから、
熱水変質作用が終了した後、破砕帯は動いていないと評価する。

４．６．４ まとめ
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４．７ 活動性評価のまとめ

敷地内破砕帯の活動性に関する調査結果は以下のとおりである。

•敷地には変動地形・リニアメントは判読されない。また、リニアメント等を示す文献もない。

•敷地内破砕帯の最新活動センスは正断層センスであり、現在の広域応力場と調和しない。

•敷地内破砕帯は、最新の熱水変質作用の後、動いていない。

以上のことから、敷地内破砕帯は、少なくとも後期更新世以降、活動していないと評価する。
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5-1

５．敷地内破砕帯と白木－丹生断層との地質構造上の関連性に関する調査結果

５．１ 白木－丹生断層に関する文献調査結果

５．２ 調査位置図

５．３ 丹生地区の反射法地震探査及びボーリング調査の結果

５．４ 丹生湾の海上音波探査の結果

５．５ 敷地南西方の海底地形調査及び海上音波探査（既往）の結果

５．６ 丹生地区北方の地形・地表地質調査の結果

５．７ まとめ



活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」

岡田・東郷編

「近畿の活断層（2000）」

中田・今泉編

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑いがあるリニアメント

活断層の確実度
確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
断層組織地形
連続性に富むシャープなリニアメント（L）
主なリニアメント

活 断 層：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，今後も活
動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定されるが，
現時点では明確には特定できないもの

断層名 長さ
確実
度

変位の向
き

１白木－丹生 4km Ⅲ E隆起

断層名 長さ 確実度
変位の向
き

１白木―丹生 3.3km L E隆起

断層名 長さ 分類
変位の向
き

記載なし

美浜発電所
美浜発電所

美浜発電所

白木－丹生断層は、後期更新世以降、繰り返し活動しており、最新活動が約9000年前以降である（耐震バックチェックのトレンチ調査結果）。

５．１ 白木－丹生断層に関する文献調査結果
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５．２ 調査位置図

美浜発電所

白木－丹生断層

丹生湾

丹生地区

敷地内破砕帯と白木-丹生断層との地質構造上の関連性を検討するた
めに、以下の調査を実施した。
①丹生地区において反射法地震探査及びボーリング調査を実施
②丹生湾において海上音波探査及び海底地形調査を実施
③丹生地区北方において、詳細な地形判読及び地表地質調査を実施

反射法地震探査測線（Ｓ波）

海上音波探査測線
（ブーマーマルチ）

海底地形調査範囲

ボーリング

海上音波探査測線（既往）

地表地質調査範囲
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５．３（１） 丹生地区の反射法地震探査及びボーリング調査の結果：Ａ測線

推定基盤上面

Ａ

l推定基盤上面深度は北西側から、低地に中
央の南西側に向かい深度を増す。
l反射法探査結果から、推定基盤上面深度や
堆積層の分布に活断層を示唆する構造は認
められない。

0 500m
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Ｂ

No.1No.3

推定基盤上面

0 500m

l推定基盤上面深度は低地の中央か
ら南東側に向かい浅くなる。
lボーリングNo.3,1は低地中央部で、

かつ基盤岩上面深度の深い箇所で
ある。

l反射法探査結果から、基盤岩上面深
度や堆積層の分布に活断層を示唆
する構造は認められない。

５．３（２） 丹生地区の反射法地震探査及びボーリング調査の結果：Ｂ測線
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推定基盤上面

Ｃ

No.2

0 500m

l推定基盤上面深度は、南側の陸
地に向かい浅くなる。ボーリング
No.2はこの測線で基盤岩上面深

度が、最も深い箇所である。
l反射法探査結果から、基盤岩上
面深度や堆積層の分布に活断層
を示唆する構造は認められない。

推定基盤上面

５．３（３） 丹生地区の反射法地震探査及びボーリング調査の結果：Ｃ測線
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l深度46.4m（矢印）で基盤
（風化花崗岩）を確認

0m

30m

30m

50m

No.1

５．３（４） 丹生地区の反射法地震探査及びボーリング調査の結果：ボーリングNo.1コア（掘進長：50m）

0 500m
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l深度63.2m（矢印）で基盤（風化花崗岩）を確認
49m

49m

83m

0m

No.2

５．３（５） 丹生地区の反射法地震探査及びボーリング調査の結果：ボーリングNo.2コア（掘進長：83m）

0 500m
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l深度44.2m（矢印）で基盤（変質花崗岩）を確認

0m

30m

30m

60m

No.3

５．３（６） 丹生地区の反射法地震探査及びボーリング調査の結果：ボーリングNo.3コア（掘進長：60m）

0 500m
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13       12          11           10           9           8    7             6            5            4            3  2     1
N S

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

13       12          11           10           9           8    7             6            5            4            3  2     1
N S

0 100m音波散乱層
分布範囲

Ｂ層上面

Ｃ１層上面

凡 例

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度

V.E.≒6

lＣ１層上面に断層による変位・変形は認
められない。

l丹生湾奥には、海底面直下に音波散乱層
が認められた。

l音波散乱層内およびそれ以深の地質構造
は不明。

完新世

更新世

鮮新世

中新世

地質時代 美浜の地質

Ａ

Ｂ

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ４

Ｄ

Ｒ

先新第三紀

前
期

後
期

中
期

前
期

後
期

前
期

後
期

中
期

第
四
紀

新
第
三
紀

完新世

更新世

鮮新世

中新世

地質時代 美浜の地質

Ａ

Ｂ

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ４

Ｄ

Ｒ

先新第三紀

前
期

後
期

中
期

前
期

後
期

前
期

後
期

中
期

第
四
紀

新
第
三
紀

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

５．４（１） 丹生湾の海上音波探査の結果：Ａ測線

1

5

10

13

A
0 500m
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14     13           12          11           10           9     8           7            6             5            4    3            2             1
N S

14     13           12          11           10           9     8           7            6             5            4    3            2             1
N S

0 100m
音波散乱層
分布範囲

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度

V.E.≒6

lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。

Ｂ層上面

Ｃ１層上面

凡 例

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

５．４（２） 丹生湾の海上音波探査の結果：Ｂ測線

1

5

10

14

B
0 500m
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1    2   3  4            5            6    7      8    9     10 11
W

1    2   3  4            5            6    7      8    9     10 11
W E

0 100m

Ｃ１層上面

凡 例

音波散乱層分布範囲

E
4            3            2            1

NW SE

4            3            2            1
NW SE

0 100m

Ｃ測線 Ｄ測線

lＣ測線は、音波散乱層により地質構造は不明。
lＤ測線は、Ｃ１層上面に断層による変位・変形は認
められない。

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度

V.E.≒6

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

５．４（３） 丹生湾の海上音波探査の結果：Ｃ・Ｄ測線
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SN

1           2            3            4            5            6  7
N S

0 100m

Ｅ測線 Ｆ測線

lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度

V.E.≒6
音波散乱層
分布範囲
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５．４（４） 丹生湾の海上音波探査の結果：Ｅ・Ｆ測線
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凡 例

lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度

V.E.≒6

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

0m

50m

100m

150m
(0.2sec)

５．４（５） 丹生湾の海上音波探査の結果：Ｇ測線
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分布範囲
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lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。

Ｂ層上面

Ｃ１層上面

凡 例

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度
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５．４（６） 丹生湾の海上音波探査の結果：Ｈ測線
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lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。

Ｂ層上面

Ｃ１層上面

凡 例

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度
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５．４（７） 丹生湾の海上音波探査の結果：Ｉ・Ｊ測線
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0 100m

Ｂ層上面

Ｃ１層上面

凡 例

lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度

V.E.≒6
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５．４（８） 丹生湾の海上音波探査の結果：Ｋ測線
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l基盤が露出している敷地南西方において、活断層の存在を示唆する地形は認められない。

５．５（１） 敷地南西方の海底地形調査及び海上音波探査（既往）の結果
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←NＷ
【M-106G】

約250m

数字（角度）は水平・垂

直比が1:1の傾斜角度

V.E.≒6

参考図４ 美浜発電所敷地付近の既往海上音波探査記録：Ｍ－１０６Ｇ測線（解釈線なし）
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美浜発電所

５．５（２） 敷地南西方の海底地形調査及び海上音波探査（既往）の結果
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←NＷ
【M-106G】

約250m

数字（角度）は水平・垂

直比が1:1の傾斜角度

V.E.≒6
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測線位置

美浜発電所

参考図５ 美浜発電所敷地付近の既往海上音波探査記録：Ｍ－１０６Ｇ測線（解釈線あり）

５．５（３） 敷地南西方の海底地形調査及び海上音波探査（既往）の結果

l基盤が露出している敷地南西方
において、活断層の存在を示唆
する地形は認められない。
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５．６ 丹生地区北方の地形・地質調査の結果

５．６．１ 地形調査結果

５．６．２ 地表地質調査の結果

５．６．３ 粘土鉱物の分析・観察の結果
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５．６．１（１） 地形調査の結果

白木－丹生断層

l敷地内破砕帯と白木－丹生断層との地質構造上
の関連性を調べるため、高精度航空レーザー測
量を実施し、敷地と白木－丹生断層間の詳細な
地形判読を行った。

lその結果、不明瞭ながらも鞍部、傾斜変換点が
認められたことから、周辺の詳細な地表地質調査
を行った。

Ａ

Ｂ

Ｃ

地表地質調査範囲
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５．６．２（１） 地表地質調査の結果：Ａエリア

傾斜変換点の北方には、リニアメントと調
和的な方向を持つ変質脈（N26E/65W）が
確認された。

• 当地点では、傾斜変換点を判読した。
• 地表踏査の結果、傾斜変換点の西方及び北方には連続した露頭があり、リニアメ
ントの方向と調和的な変質脈が認められた。

傾斜変換点の西方には、リニアメントと調
和的な方向を持つ白色の変質脈
(N52E/62NW)が確認された。

Ａ

リニアメント北東延長部には、道
路切り取り斜面の連続露頭（延長
約80m）がある、その斜面には強

風化花崗岩が分布している。
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５．６．２（２） 地表地質調査の結果：Ｂエリア

鞍部間高まり中の西側変質脈

• 当地点では、２箇所の鞍部を判読した。
• 地表踏査の結果、西（北西）側と東（南東）側の2箇所の鞍部に挟まれた、長さ約40～

50m、幅30～40mの斜面上に広がる連続露頭を確認した。
• 鞍部間の高まりには、リニアメントの方向と調和的な複数の変質脈（ N32E／82S 、

N24E／78S ）が認められた。

鞍部間高まり中の東側変質脈

Ｂ
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５．６．２（３） 地表地質調査の結果：Ｃエリア

硬質な巨岩が多く分布する尾根。リニアメ
ントを示す明瞭な傾斜変換点は認められ
ない。

l 当地点は、２条に分かれ、北側では鞍部を、南側では傾斜変換点を判読した。
l 地表踏査の結果では、南西側に判読された傾斜変換点は認められなかった。
l 花崗岩の健岩露頭がリニアメントを横断する形でほぼ連続的に分布しており、リ
ニアメントに調和的な節理は確認できるが、破砕帯は認められない。

Ｃ
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５．６．２（４） 地表地質調査の結果：沢の連続露頭

白木－丹生断層

Ｃ

鞍部

鞍部

l 鞍部と鞍部をつなぐ沢部に約40mの連続した花崗岩の
露頭があり、白色粘土を伴う破砕部を確認した。
（次頁にスケッチを示す）

沢の連続露頭

沢

地表地質調査範囲
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①

⑧

⑬

⑰

⑮

⑥⑤③

⑱

⑳

⑲

⑪
⑫

⑦

④

⑨ ⑩

⑯

⑭

灰白色に変色する
が比較的硬い

灰白色に変色，
一部長石が桃色化

10m

幅約0.5cmの白色粘土を伴う破砕部

l鞍部と鞍部をつなぐリニアメント付近の沢部には、粗粒花崗岩（一部で細
粒花崗岩）の健岩露頭が広く分布するが、狭い範囲で変質を受けた花崗
岩も認められた。

幅約10cmの粘土砂混じり角礫状部

②

測点0

測点39

測点20

地表地質調査位置図

リニアメント

リニアメント

測点

測点

細粒花崗岩

５．６．２（５） 地表地質調査の結果：沢の連続露頭スケッチ
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灰白色に変色する
が比較的硬い

灰白色に変色，
一部長石が桃色化

写真-2
写真-1

l 測点21～22.5m区間には幅1.5m程度の変質を受けた粗粒花崗岩が分布する。
l 上流側（写真-1，測点21m付近）には幅が10cm程度の粘土砂混じり角礫状部が認められる。
l その下流側に幅約0.5cm程度の白色粘土を伴う破砕部を確認した。破砕部の性状を把握するた
めに，ブロックサンプリングを行い，CT観察等を実施した。

写真-2 変質部の状況（測点22m付近）写真-1 変質部の状況（測点21m付近）

５．６．２（６） 地表地質調査の結果：沢河床の破砕部

幅0.5cmの白色粘土
を伴う破砕部

下流側

上流側

幅10cm程度の粘土砂混じり
角礫状部

幅約0.5cmの白色粘土
を伴う破砕部

幅約10cmの粘土砂混じ
り角礫状部

下流側
上流側

細粒花崗岩

ブロックサンプ
リング箇所
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北

CT観察（水平面） CT観察（鉛直面）

下
流

上
流

上

下南

最新面 最新面

下流上流

サンプリング試料状況

５．６．３（１） 粘土鉱物の分析・観察の結果

水平スライス（下から見上げ）

下流

上流

最新面

下
流

上
流

l 沢河床で採取した破砕部の最新面の変位センスはCT観察の結果からは不明。
l 破砕部（白色粘土）の鉱物組成はスメクタイトと雲母粘土鉱物、石英からなり、粘土

状破砕部は熱水変質作用を受け粘土化したと判断。

白色粘土のX線回折プロファイル
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最新面にはスメクタイトが認められる。

電子顕微鏡観察試料の写真

剥離した最新面を上盤側から
下盤側へ見下ろす。

沢河床部で確認した破砕部
は、熱水変質作用以降，活動
していないと判断。

最新面を電子顕微鏡で観察
した結果、熱水変質作用で形
成された自形の石英が認めら
れ，石英の表面に断層運動を
受けた形跡は認められない。

５．６．３（２） 粘土鉱物の分析・観察の結果

石英が集合している。

エッジピットは認められない。円磨されたり、破砕、割れた形跡は認められない。

5-30



美浜発電所

白木－丹生断層

丹生湾

丹生地区

反射法地震探査測線（Ｓ波）

海上音波探査測線
（ブーマーマルチ）

海底地形調査範囲

ボーリング

海上音波探査測線（既往）

地表地質調査範囲

□ 敷地内破砕帯と白木－丹生断層との地質構造上の
関連性について、調査を実施した結果、これまでに以
下に示すデータを取得した。

• 丹生地区で実施した反射法地震探査の結果、白木－
丹生断層から敷地に向かって分岐・派生する活断層の
存在を示唆する構造は認められない。

• 丹生湾で実施した海上音波探査の結果、白木－丹生
断層から敷地に向かって分岐・派生する活断層の存在
を示唆する構造は認められない。

• 丹生地区北方で実施した詳細な地形判読及び地表地
質調査の結果、活断層の存在を示唆する構造は認め
られない。

以上より、白木－丹生断層から敷地に向かって分
岐・派生する活断層の存在を示唆する地形・構造は認
められないため、敷地内破砕帯と白木－丹生断層との
地質構造上の関連性は無いと評価する。

５．７ まとめ

音波散乱層分布域
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6-1

□ 敷地内において、剥ぎ取り調査、ボーリング調査等を実施し、破砕帯の直接の性状を
確認するとともに、破砕部の詳細観察・分析を実施した結果、少なくとも後期更新世以降
の活動は無いものと評価する。

□敷地外において、丹生地区低地の反射法地震波探査、丹生湾内の海上音波探査及び
高精度航空レーザー測量データを基にした地形判読並びに地表地質調査を実施した結
果、白木－丹生断層から敷地に向かって分岐・派生する活断層の存在を示唆する地形・
構造は認められないため、敷地内破砕帯と白木－丹生断層との地質構造上の関連性は
無いと評価する。

６．追加調査結果のまとめ


